
団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 157.4 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 43.3 ％） （達成度 50.9 ％） Ａ Ａ 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.8 ％） （達成度 110.6 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

今後の展開・改善点等

次年度は全国リー
ダース研修会宮古
島大会に3名派遣
する。

青年部、女性会と
もに、会員が減少
傾向にあるため、
会員増強活動に努
める。また、会員
の資質向上を図
り、自社の発展の
みならず、地域貢
献できる団体を目
指す。

今後も窓口・HPに
て記帳機械化事業
をPRし、指導企業
数の維持または増
加に務める。新規
記帳機械化契約者
は、創業者による
会計知識不足や電
子申告、電子帳簿
保存によるソフト
利用の相談からで
あり、今後も創業
者支援と共に記帳
指導を強化してい
く。

定例の講習会は広
く認知されてい
る。定例以外でも
時代のニーズに
あった有益性の高
い講習会を企画す
る。次年度も効率
的な運営に努め
る。
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総
合
評
価

若手後継者等育成
事業
「全国大会」
【青年部】

日本商工会議所青年部第45
回全国大会「つる舞う形の
GUNMAいせさき大会」への参
加
全国から会長及び青年部員
が集まる大会に参加するこ
とで、会員同士の繋がりや
青年部活動の意義を学ぶこ
とが出来る。それを単会に
持ち帰ることで会の円滑な
運営や自己の成長を目指
す。

日程：令和8年2月26日
(木)、27日(金)
場所：群馬県伊勢崎市等
参加人数：3名（令和7年度
会長、令和7年度直前会長、
令和8年度会長予定者）
満足度：100%

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

全国の青年部会員と情報交
換及び交流を図ることで、
広い視野を持つことの重要
性を再認識した。また、研
鑽と交流を自社の成長や地
域の課題解決に結び付ける
という、YEGの本質的な目的
を共有することができた。

実績
数値

100

各種事業を企画・運営する
ことにより、会員の資質向
上を図る事ができた。賑わ
いを創出し地域振興を図る
事業の実施し、大府市の活
性化だけでなく、青年部、
女性会という団体を市民に
向けてPRできた。

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

80

指標

満足度参加者数

指標
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価
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価

実績
数値

52
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目標
数値

指標

青年部会員数

120
実績
数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

135

指標

目標
数値

80
実績
数値

75
目標
数値

47

指標

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

若手後継者等育成
事業

小規模事業者・中小企業者
は大企業とは異なり、自己
変革に繋がる機会が少な
い。この状況を変えるため
小規模事業者等の自己研
鑽、人格教養、経営能力の
向上に資する機会を設け
て、企業の発展と地域社会
の繁栄に貢献する。併せ
て、会員相互の連携と親睦
を図る。

地域振興事業、研修会等
事業開催回数　青年部　3回
のべ参加者数　1104名
青年部会員数　75名
女性会会員数　52名 小規模事業者

等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をな
す小規模事業者及び中小企
業者の経営基盤の安定強化
に努める。また、課題解決
提案・経営革新への積極的
な支援を実施する。
特に巡回指導は、4人の経営
指導員が多忙な小規模事業
者に訪問することで時間的
短縮が図られる上、事業者
が出向いて聞くまでもない
様な些細な相談を受けるこ
とができる。

巡回指導
  実企業数　346件
　（うち非会員6件）
  延べ件数 　　750件
　（うち非会員7件）
窓口相談指導
  実企業数 　　791件
　（うち非会員22件）
  延べ件数 　2083件
　（うち非会員32件）
課題解決提案件数 48件
経営革新承認件数　0件

記帳継続指導 小規模事業者

講習会等

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をな
す小規模事業者及び中小企
業者の経営基盤の安定強化
に努める。具体的には月１
回の定例税務相談を始め年
末調整、確定申告の勉強会
及び個別指導、経営に関す
る講習会を開催する。

集団指導
  5回　延べ52人
個別指導
 31回　延べ135人

小規模事業者

女性会会員数

目標
数値

90
実績
数値

指標

総
合
評
価

実績
数値

小規模事業者の記帳意識の
向上、適正な税務申告指導
を図る事ができた。R７年度
は、基礎控除改正があり、
理解と正確な申告が出来
た。今後改正案として青色
申告控除の改正、消費税２
割特例の改正など影響が発
生することから、事業アン
ケートに改正内容を取り入
れ周知説明することが出来
た。

52
目標
数値

265

指標

個別指導参加者数
定例の集団及び個別講習会
を開催することにより、小
規模事業者が税務、金融、
労務などについて正しい知
識を身につけることができ
た。

総
合
評
価

指導対象企業数

指標

Ａ

集団指導参加者数

正しい経理と記帳慣行を身
につけ、経理管理や納税の
適正化を促す。

事
業
者
へ
の
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査
結
果

   2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者は
様々な角度から支
援が必要であるこ
とを考慮し、重点
的に支援を行う。
今後も現行どおり
計画目標を定めて
継続実施する。

前期源泉指導、年末調整、
決算、確定申告、消費税申
告、記帳指導
 
 指導対象企業数93事業所
 指導延回数　1,162回
 指導延日数  　478日

実
施
側
の

事
業
評
価

93
目標
数値

小規模持続化補助金や大府
市のがんばる補助金の申請
支援、事業継続力強化計画
などで積極的に動き、課題
解決件数は増加した。

実績
数値

482,833
目標
数値

1,800
実績
数値

目標
数値

40



団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考今後の展開・改善点等

   2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 213.6 ％） （達成度 112.5 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.0 ％） （達成度 107.5 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 186.7 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 120.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。

※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。
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具体的な政策提言
にむけ、素案を作
成し、次年度以降
に提言実現に向け
た活動に役立て
る。

目標
数値

50
実績
数値

33
目標
数値

80
実績
数値

86

若手後継者等育成
事業
大府商工会議所青
年部　政策提言勉
強会【青年部】

商工会議所青年部は商工会
議所と同じく、政策提言が
出来る団体である。地域の
課題を認識し問題解決の手
段を学ぶための研修を行
い、行政や他団体との交流
を図り自己啓発の一助と
し、令和8年度政策提言の実
現を目指す。

日程：令和7年12月11(木)
場所：大府商工会議所3階
ホール
参加数：33名
内容：政策提言にむけラン
チェスター戦略を活用した
勉強会
満足度：86%

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者、
地域の子供等

指標

参加者数

指標

満足度
地域外からの参加もあっ
て、客観的に「大府市」が
どんな街として見られてい
るか把握することができ
た。若手経営者目線で、大
府市の経営戦略を練ること
で、自社の経営にも役立つ
内容であった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度は全国大会
(横浜)に3名派遣
する。

全国の会員との情報交換お
よび、事例の把握、今後の
活動に資する知見の習得を
目的として参加。「第24回
女性起業家大賞」授賞式、
全国商工会議所女性会連合
会表彰が実施された。本大
会では全国から多くの参加
者が集まり、交流会も開
催。1400余名の女性会員が
一堂に会し、親睦を深め、
様々な実践事例や課題が共
有された。今後は、得られ
た知見を会員で共有し、活
動に活かしたい。

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

80
実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
「全国大会」
【女性会】

全国の単会が集まる本イベ
ントに参加することで、会
長同士の繋がりを強めるま
た、会長の役割、単会役員
(指導者)としての資質を学
び、女性会活動の向上に資
する。

日程：令和7年10月10日
（金）
場所：ホテルニューオータ
ニ（東京都千代田区）
内容：全国から女性会員が
集まる全国大会。各種表彰
と女性会の現状報告が行わ
れる。
参加数：3名
満足度：100%

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者、
地域の子供等

指標

参加者数

指標

満足度

目標
数値

指標

青年部関連以外の
事業所から出店の
希望があり、幅広
い職業体験を提供
するためにも、積
極的に受け入れる
方向で検討する。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果
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合
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Ａ

実
施
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実績
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事
業
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不安定な社会情勢
により、物価高騰
による消費者の購
買行動はいまだに
厳しい状況であ
る。個店において
は、今まで以上に
付加価値ある商
品・サービスの提
供は不可欠であ
る。自ら行動で
き、個の魅力の向
上につながる支援
を重点において実
施していく。

経営者としての資
質向上を図るた
め、経営者の健康
に対する意識向
上・取組みの教示
を目的としたセミ
ナーを開催予定。

一店逸品運動のリニューア
ルにより、新規店の参加の
増加による交流の活発を促
し、新たなコラボ商品・
サービスが2組生まれた。ま
た、販促物を通した販路開
拓に繋がる等、商業の活性
化に繋がった。
ふれあいゼミナールも新規
参入店が増加し、以前より
も新規顧客獲得につながっ
た参加率が上がったとの声
を聞くようになった。
セミナーは実践形式の事業
を取り入れることで、個店
の資質向上につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

総
合
評
価

30
実績
数値

56
目標
数値

80

指標

満足度

思考タイプを学んだこと
で、人によって情報処理や
意思決定のプロセスが根本
的に異なるという点を深く
理解できた。本セミナー
は、メンバー間の相互理解
を深め、円滑なチーム運営
を実現するための具体的な
視点を学ぶことができた。

若手後継者等育成
事業
大府商工会議所青
年部　職業体験会
【青年部】

青年部の綱領には「地域の
経済的発展の支えとなる」
と記載されている。地域の
子供に楽しんでもらうイベ
ントを開催するだけでな
く、商工会議所青年部の名
の通り、子供達の将来設計
に役立てる事業を開催する
ことで地域経済の一助とな
るようなイベントを目指
す。

日程：令和7年10月25日
(土)、26日(日)
場所：大府市民体育館フッ
トサルコート
参加者数：25日（土）547
名、26日（日）521名
内容：子供向け職業体験会
満足度：90%

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者、
地域の子供等

指標

参加者数

実績
数値

80

目標
数値

90

商店街振興事業
（げんき商店街推
進事業）

小規模商店の現況はいうま
でもなく厳しい状況にあ
り、中心市街地の衰退は著
しい。このような厳しい状
況を少しでも打破するため
には、魅力ある商店づくり
(個店対策支援)が必要であ
り、これにより街にも活気
が生まれ、ひいては、地域
活性化が図られる。

・「つなぐWAプロジェク
ト」
※逸品運動リニューアル版
参加事業所　38事業所
・「おおぶふれあいゼミ
ナール」
参加事業所数　35事業所
・「大府あきんど塾」
参加事業所 35事業所 小規模事業者

指標

参加事業所数

日程：令和7年9月29日
（月）
場所：大府商工会議所3階
ホール
参加数：56名
満足度：80%
内容：個性を活かせるリー
ダー養成セミナー（チーム
ビルド）

目標
数値

若手後継者等育成
事業
大府商工会議所女
性会　セミナー事
業の実施
【女性会】

経営者の高齢化が進行して
いる昨今、女性経営者の集
まりである女性会でも同様
の傾向がある。また、人生
100年時代を迎え、生涯現役
でいられるよう心身の健康
を保つことが重要となって
いる。
特に中小企業では、会社の
存続＝経営者の健康が強く
関連している為、
経営者の健康に対する意識
向上・取組みの教示を目的
としたセミナーを開催し、
経営者としての資質向上を
図る。

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者、
地域の子供等

指標

参加者数

実績
数値

108

目標
数値

500
実績
数値

1068
目標
数値

80

指標

満足度
キッズワークで労働の対価
としてYEG紙幣でお菓子を購
入する模擬体験で、経済が
回っていることを体感して
もらった。子供達に様々な
職業を楽しく体験してもら
うとともに、経済の仕組み
を学ぶ機会を提供できた。

実績
数値

90


